
 

 

 

 

 

 

 

  ＬａｂｏＴｅｘによる非対称極点図の解析 

 

 

 

 

 

   

  ＬａｂｏＴｅｘのＯＤＦ解析は極点図がＣＷ方向に回転したデータに対して 

  計算を行う。ＣＣＷのデータで計算を行った場合、再計算極点図がＲＤ軸に対して 

  反転した極点図になるが、ＴｅｘＴｏｏｌｓなどと同じ形のＯＤＦ図が得られる。 

  非対称極点図からＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎを求める場合、 

非対称ＯＤＦ解析で正確なＯＤＦ図、再計算極点図、ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎが 

得られる。 
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概要 

 材料の異方性を評価する際、極点図が１／４対称にならない事があります。 

   このような場合、以降の解析は非対称で解析を行わなければなりません。 

   非対称解析に関して、長嶋晋一先生「集合組織」で扱われている方位(1-23)[-5-11]を例にして 

   解析を行ってみます。 

   ＬａｂｏＴｅｘは、入力極点図の正規回転方向はＣＷ方向[時計の回転方向]で、ＴＤ方向は極点図の右側

です。 ＣＷで非対称解析、対称解析の比較を行ってみます。 

   又、ＴｅｘＴｏｏｌｓと同じＣＣＷ方向でも解析を行ってみます。 

 

「集合組織」の方位(1-23)[-5-11]、ＴＤ方向は極点図の左側で表記されています。 

    

作成した(1-23)[-5-11]極点図（極点図ステップ間隔は５度） 

  

(1-23)[-5-11]のＥｕｌｅｒ角度 

  

 通常のＯＤＦでは、ψ２断面は９０度以内である。 



測定解析データからＬａｂｏＴｅｘ向け、ＣＷデータの作成 

 PFtoODF3ソフトウエアで*Labotex(CW)を選択 

  

 LaboTexCCWで LaboTexls向けファイルを作成して ODF解析を行うと、 

 LaboTexの入力極点図が RD軸に反転し、 ODFのψ2断面がシフトされた結果になります。 

 

 

 

ＬａｂｏＴｅｘ入力極点図 

  

 

 

 

 

 

 



非対称ＯＤＦ解析 

 作成されるＯＤＦファイル（ψ１、Φ、ψ２）は（３６０，９０，９０）が作成され、 

 (123)[-511],(312)[1-51],(231)[11-5]が検出される。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



入力極点図と再計算極点図の比較 

  

 

 入力極点図と再計算極点図から入力極点図のＥｒｒｏｒ Ｒｐ％を計算する。 

 

  

 Ｒｐ％＝０．４％でＥｒｒｏｒは検出されません。 

 

 

 

 



ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ計算（ ） 

 検出された方位に対し FWHMで広がりを調整して定量を行う。 

  

 

  

 定量値、１９．９７％が得られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ計算（ ） 

  

 自動的に検出された、(123)[-511]方位を Gauss関数で自動定量を行う。 

  

 定量値２０％が得られます。 

 定量された VolumeFractionから再計算 ODF図で検証が行えます。 

 



入力データから計算した ODF図と VolumeFractionから再計算した ODF図の比較 

 

 

 若し、ＯＤＦ図の形状が異なる場合、新たな方位を追加して再度計算します。 

 

ＯＤＦ間のＥｒｒｏｒを再計算極点図間でＲｐ％を計算する。 

 

 Ｒｐ％は０．４％と計算され、Ｅｒｒｏｒは見当たりません。 

 

 



非対称極点図の対称極点図解析 

 ＬａｂｏＴｅｘでは以下の対称操作があります。 

  

 ＴｅｘＴｏｏｌｓと同じ、１／４対称を行ってみます。 

 入力極点図（上段）に対して、１／４対称操作（下段） 

 

 

 

 

 

 

 



１／４対称操作ＯＤＦ図 

 １／４対称操作（右図）で極端に方位密度が低下しているのが分かります。 

 

再計算極点図の比較 

 ３６０非対称再計算極点図   １／４対称操作再計算極点図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ（ ） 

 

Φ断面に余分な山が検出されています。 

 

非対称と同様に±１５では 

 

定量値が非対称１９．９７％から１９．３７％に低下しています。 

 

 

 



ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ（ ）では 

 

Ｇａｕｓｓ関数により自動的に定量値２０％が得られます。 

 

このように非対称極点図を対称操作により VolumeFraction が求められる事もあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



データの回転方向を反時計回り（CCW）でデータの並び替えを行った場合 

  

LabotexCCWでデータを作成する。 

ＬａｂｏＴｅｘに読み込むと、データは反転して読み込まれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＯＤＦ解析を行うと、ＯＤＦ結果はＴｅｘＴｏｏｌｓのＣＣＷと一致します。 

 

 

 

 

 



再計算極点図（下段） 

 

再計算極点図をＥｘｐｏｒｔして、測定データと比較する場合 

  

 

 再計算した極点図を選択してファイルを作成する。 

 ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ２あるいはＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ１．５ソフトウエアの 

 ＴｏｏｌＫｉｔ－＞ＯＤＦＡｆｔｅｒ－＞ＭａｋｅＰｏｌｅＦｉｌｅでＴＸＴ２ファイルを作成し 

 ＧＰＰｏｌｅＤｉｓｐｌａｙソフトウエアで表示できます。 

 

 

 

 

 

 



 ＭａｋｅＰｏｌｅＦｉｌｅでＬａｂｏＴｅｘをＲｅｖｅｒｓａｌモードでＴＸＴ２変換 

  

  

 ＧＰＰｏｌｅＤｉｓｐｌａｙでＴＸＴ２を表示 

 

 

測定データと同一の極点図が得られます。 

 


